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Pl､e-aging Time (min)

持5凶　80℃予馴寺効時間と成長処理後の一方向優先度との

関係

ただいた当時大学院生岡部遊民,および当研究所本間研

究室の片岡邦郎助手に心から感謝いたします.

(1979年12月27日受理)
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